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血時期として、妊娠初期は 14 週未満、中期は 14-27 週、後期は 28 週以降と定
義した。 
 正期産群 20 名、早産群 35 名、SGA 群 24 名が本研究へ登録された。母体の血
清ビオチン濃度は、妊娠初期から中期は低値で推移し、後期にかけて増加傾向
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を示した。臍帯血のビオチン濃度は妊娠中の母体の血清ビオチン濃度よりも有
意に高かった。妊娠女性の約半数がビオチン欠乏状態(100ng/L 未満)であるこ
とが明らかになった。正期産群、早産群、SGA 群いずれの妊娠中においても非
妊娠女性と比較して血清ビオチン濃度が有意に低値であった。臍帯血ではビオ
チン濃度は妊娠期間と有意な正の相関を示し、妊娠中期の母体血清ビオチン濃
度は出生児の在胎期間と弱い正の相関を示した。なお、SGA 群において、妊娠
中期から後期にかけての母体血清ビオチン濃度は、正期産群と比較して増加し
ないことがわかった。 
 以上の結果から、妊娠中は非妊娠時と比較してビオチン欠乏状態にあること
がわかった。さらに母体のビオチン欠乏が早産に関連している可能性や、SGA
群で妊娠中期から後期に母体血清ビオチン濃度が増加していないことからは、
ビオチン欠乏はヒトにおいても胎児の発育を抑制する可能性が示唆された。た
だし、周産期におけるビオチンの役割を明らかにするには、動物実験を含むさ
らなる研究が必要であると考えられる。 
 


